
(57)【要約】

【課題】トランジスタ対を含むセルを複数備え複数の出

力端子を有する半導体装置において、複数出力の均一な

特性を得るために相対精度の向上を図ると、装置サイズ

の増大による半導体装置のコストアップを招く。さらに

、素子数が多くなるほど、面積が増大し、大局ばらつき

に起因する相対精度のばらつきが拡大する。

【解決手段】トランジスタ対を含むセルを複数備えた半

導体装置は、複数のセルが等間隔に並べられてセル群を

構成し、隣接セルトランジスタ間距離ｄ2  が各セルのト

ランジスタ対におけるトランジスタ間距離ｄ1  に等しく

されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ト ラ ン ジ ス タ 対 を 含 む セ ル を 複 数 備 え た 半 導 体 装 置 で あ っ て 、 前 記 複 数 の セ ル が 等 間 隔
に 並 べ ら れ て セ ル 群 を 構 成 し 、 隣 接 セ ル ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 が 各 セ ル の ト ラ ン ジ ス タ 対 に
お け る ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 に 等 し く さ れ て い る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 さ ら に 、 前 記 セ ル 群 の 両 端 に お け る セ ル の 外 側 に 、 各 セ ル の ト ラ ン ジ ス タ か ら 前 記 ト ラ
ン ジ ス タ 間 距 離 を 隔 て た 位 置 に ダ ミ ー ト ラ ン ジ ス タ が 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 半
導 体 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 さ ら に 、 前 記 セ ル 群 の 両 端 に お け る セ ル の 外 側 に 、 各 セ ル の ト ラ ン ジ ス タ か ら 前 記 ト ラ
ン ジ ス タ 間 距 離 を 隔 て た 位 置 に 前 記 セ ル と 同 一 仕 様 の ダ ミ ー セ ル が 配 置 さ れ て い る 請 求 項
１ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ト ラ ン ジ ス タ 対 に お け る ト ラ ン ジ ス タ の チ ャ ン ネ ル 長 ま た は チ ャ ン ネ ル 幅 が 前 記 ト
ラ ン ジ ス タ 間 距 離 に 等 し く さ れ て い る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ ま で の い ず れ か に 記 載 の 半 導
体 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 セ ル 群 の 全 長 を ｘ 、 前 記 セ ル 群 を 構 成 す る セ ル の 個 数 を ｎ 、 前 記 セ ル を 構 成 す る ト
ラ ン ジ ス タ 対 の 個 数 を ｍ 、 ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 お よ び 隣 接 セ ル ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 を ｄ 1  

、 ト ラ ン ジ ス タ の 前 記 全 長 ｘ 方 向 の サ イ ズ を Ｌ と し て 、
　 ｘ ＝ ２ ・ ｎ ・ ｍ （ Ｌ ＋ ｄ 1  ）
の 関 係 を 満 た し て い る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ ま で の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ト ラ ン ジ ス タ 対 を 含 む セ ル を 複 数 備 え た 半 導 体 装 置 に お け る 回 路 素 子 レ イ ア ウ ト 方 法 で
あ っ て 、
　 前 記 セ ル 群 の 全 長 を ｘ 、 前 記 セ ル 群 を 構 成 す る セ ル の 個 数 を ｎ 、 前 記 セ ル を 構 成 す る ト
ラ ン ジ ス タ 対 の 個 数 を ｍ 、 ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 お よ び 隣 接 セ ル ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 を ｄ 1  

、 ト ラ ン ジ ス タ の 前 記 全 長 ｘ 方 向 の サ イ ズ を Ｌ と し て 、
　 ｘ ＝ ２ ・ ｎ ・ ｍ （ Ｌ ＋ ｄ 1  ）
の 関 係 を 満 た す 条 件 で セ ル 構 成 を 自 動 的 に 行 う 回 路 素 子 レ イ ア ウ ト 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ト ラ ン ジ ス タ 対 を 含 む セ ル を 複 数 備 え 複 数 の 出 力 端 子 を 有 す る 半 導 体 装 置 お
よ び 回 路 素 子 レ イ ア ウ ト 方 法 に 関 す る 。 特 に は 、 液 晶 表 示 ド ラ イ バ を 好 適 適 用 対 象 と す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 隣 接 セ ル ど う し 間 で 相 対 精 度 が 要 求 さ れ る 同 一 仕 様 の 複 数 の セ ル を 有 す る 半
導 体 装 置 に お い て 、 素 子 の マ ッ チ ン グ を と る こ と に よ り 複 数 端 子 の 出 力 特 性 を 向 上 さ せ る
技 術 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 液 晶 ド ラ イ バ を 構 成 す る 半 導 体 装 置 は 、 各 セ ル が 演 算 増 幅 器 で 構 成 さ れ て い る 。
そ の 複 数 の 演 算 増 幅 器 ど う し 間 で オ フ セ ッ ト 電 圧 や ス ル ー レ ー ト を 等 し く す る こ と に よ り
、 画 像 デ ー タ の 輝 度 む ら や 色 む ら な ど を 低 減 し 、 高 い 画 質 を 得 る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ５ に 従 来 の 半 導 体 装 置 Ａ ５ の 構 成 例 を 示 す 。 図 ５ に お い て 、 Ｑ は ト ラ ン ジ ス タ 、 Ｓ ，
Ｇ ， Ｄ は そ れ ぞ れ ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 、 ゲ ー ト 、 ド レ イ ン 、 Ｑ ′ は ダ ミ ー 素 子 で あ る 。
エ ッ ジ ン グ ず れ や マ ス ク ず れ に 対 し て 、 向 き を 揃 え て ト ラ ン ジ ス タ を 配 置 す る こ と に よ り

10

20

30

40

50

(2) JP 2008-4796 A 2008.1.10



、 相 対 精 度 を 確 保 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 セ ル Ｃ 1  ～ Ｃ n  は 演 算 増 幅 器 で あ り 、 差 動 増 幅 回 路 や カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 を 備 え て い る
。 そ れ ら を 構 成 す る ト ラ ン ジ ス タ は ２ つ が 対 に な っ て （ ト ラ ン ジ ス タ 対 ） 、 等 間 隔 に 並 列
さ れ て い る 。 両 ト ラ ン ジ ス タ の 相 対 精 度 に よ り 、 そ の 特 性 が 決 定 さ れ る 。 ト ラ ン ジ ス タ の
配 置 を 対 称 化 す る こ と に 加 え て 、 配 線 、 コ ン タ ク ト を 等 し く す る こ と に よ り （ メ タ ル の 等
長 性 や 等 材 料 性 ） 、 ト ラ ン ジ ス タ 対 の 特 性 を 対 称 的 に 等 し く な る よ う に し て い る 。 各 セ ル
の 差 動 増 幅 回 路 や カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 は 、 両 端 に ダ ミ ー 素 子 Ｑ ′ を 追 加 す る こ と に よ り 、
素 子 の 中 心 を 原 点 と す る 対 称 性 を も た せ て い る 。 セ ル Ｃ 1  ～ Ｃ n  の 隣 接 ど う し 間 で 特 性 が
互 い に 等 し く な る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 般 に 、 半 導 体 装 置 の 製 造 上 の ば ら つ き は 、 局 所 ば ら つ き と 大 局 ば ら つ き か ら な る こ と
が 知 ら れ て い る 。 局 所 ば ら つ き は 、 プ ロ セ ス 変 動 の 白 色 雑 音 に あ た る 不 規 則 な 成 分 で あ る
。 大 局 ば ら つ き は 、 製 造 時 の 温 度 勾 配 な ど に 起 因 す る 成 分 で 、 ウ エ ハ 全 体 に わ た っ て な だ
ら か な 変 化 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ト ラ ン ジ ス タ の 局 所 ば ら つ き に 対 す る 対 策 と し て 、 「 し き い 値 電 圧 の ば ら つ き は 、 ト ラ
ン ジ ス タ サ イ ズ の 積 Ｌ ， Ｗ の 平 方 の 逆 数 に 比 例 す る 。 」 （ ※ ） と い う 現 象 に 着 目 し 、 ト ラ
ン ジ ス タ に お け る チ ャ ン ネ ル 長 Ｌ や チ ャ ン ネ ル 幅 Ｗ を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 大 局 ば ら つ き に 対 す る 対 策 と し て 、 コ モ ン セ ン ト ロ イ ド 型 や 網 目 状 配 置 の ワ ッ フ ル 型 な
ど の 点 対 称 の ト ラ ン ジ ス タ 対 を レ イ ア ウ ト す る 方 式 が あ る 。 こ れ に よ れ ば 、 ト ラ ン ジ ス タ
対 の 相 対 精 度 を 高 め 、 大 局 ば ら つ き の 影 響 を 極 小 化 で き る こ と が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、
非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う な 方 法 を 用 い て 、 差 動 増 幅 回 路 や カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 の 相 対 精 度 を 向 上 さ せ 、
セ ル 単 体 の 特 性 を 確 保 し て い る 。 そ し て 、 セ ル を 複 数 個 並 べ た 半 導 体 装 置 で は 複 数 端 子 の
出 力 特 性 の 均 一 化 を 図 っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － １ ０ １ １ ０ ８ 号 公 報 （ 第 ４ － ５ 頁 、 第 １ － ３ 図 ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ３ １ ７ ９ ４ ２ ４ 号 （ 第 ３ － ４ 頁 、 第 １ － ８ 図 ）
【 非 特 許 文 献 １ 】 J.Bastors, M.Steyert, B.Graindourze, W.Sansen "Matching of MOS T
ransistors with Different Layout Styles" IEEE International Conference on Microe
lectronics Test Structures,Vol.9, pp.17-18,March.1996
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 の 半 導 体 装 置 Ａ ５ に お い て は 、 セ ル 単 体 の 特 性 向 上 に 注 力 し て い る た め 、 各 出 力 端
子 の 電 圧 を ５ Ｖ に す る 場 合 、 プ ロ セ ス ば ら つ き の 影 響 を 受 け る と 、 セ ル Ｃ 1  か ら ５ Ｖ 、 セ
ル Ｃ 2  か ら ５ ． ０ ２ Ｖ 、 セ ル Ｃ 3  か ら ４ ． ９ ８ Ｖ と い う よ う に 、 隣 接 間 で ば ら つ い て し ま
う 。 ま た 、 こ の ば ら つ き は 不 規 則 に 起 こ る 。 こ れ は 、 レ イ ア ウ ト 配 置 で ポ リ シ リ コ ン の 密
度 や 距 離 が 異 な り 、 大 局 ば ら つ き の 要 因 が 複 雑 か つ 大 き い た め で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 セ ル の 特 性 に 合 わ せ て ト ラ ン ジ ス タ の ば ら つ き な ど の 各 パ ラ メ ー タ を 調 査 し 、 各 セ ル を
設 計 し 、 セ ル を 配 列 す る 。 こ の 場 合 、 セ ル サ イ ズ は 回 路 設 計 の 終 了 段 階 で な い と 正 確 に 求
め に く い 。 加 え て 、 面 積 縮 小 化 の た め に ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 を 調 整 す る と 、 相 対 精 度 の 劣
化 を 招 く 可 能 性 が あ る 。 セ ル Ｃ 1  と セ ル Ｃ 2  、 セ ル Ｃ 2  と セ ル Ｃ 3  と い っ た 隣 接 す る セ ル
ど う し 間 の 相 対 精 度 に つ い て は 、 プ ロ セ ス ば ら つ き の 影 響 を 避 け る こ と が む ず か し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ト ラ ン ジ ス タ ・ ダ ミ ー 素 子 間 距 離 ｄ 1  ′ や 隣 接 セ ル の ダ ミ ー 素 子 間 距 離 ｄ 3  を ト ラ ン ジ
ス タ 間 距 離 ｄ 1  に 等 し く す る こ と が 考 え ら れ る 。 し か し 、 ダ ミ ー 素 子 間 距 離 ｄ 3  や ダ ミ ー
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素 子 サ イ ズ ｄ 4  に よ っ て は ロ ー デ ィ ン グ 効 果 の 影 響 が 異 な り 、 や は り ば ら つ き が 解 消 さ れ
な い 。 ダ ミ ー 素 子 間 距 離 ｄ 3  を 大 き く す れ ば 、 大 局 ば ら つ き の 影 響 も 増 大 し 、 そ の 結 果 、
セ ル の 特 性 が ば ら つ く こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ダ ミ ー 素 子 間 距 離 ｄ 3  ＝ ０ と し て 隣 接 セ ル の ２ つ の ダ ミ ー 素 子 を 共 通 化 す る こ と も 考 え
ら れ る 。 し か し 、 そ れ で も ダ ミ ー 素 子 の 領 域 分 だ け は や は り 大 局 ば ら つ き の 影 響 を 受 け る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ダ ミ ー 素 子 の サ イ ズ を ト ラ ン ジ ス タ の サ イ ズ と 同 一 に す れ ば 、 精 度 向 上 が 期 待 で き る 。
し か し 、 ダ ミ ー 素 子 の 占 有 面 積 が 増 大 し 、 本 来 の ト ラ ン ジ ス タ の 必 要 面 積 の 約 ２ 倍 の 面 積
を 要 す る こ と に な っ て し ま う 。 こ れ で は 、 セ ル Ｃ 1  と セ ル Ｃ n  と の 離 間 距 離 が ２ 倍 と な り
、 相 対 精 度 ば ら つ き が 拡 大 し て し ま う 。 こ れ は 、 セ ル 数 が 多 い ほ ど 大 き な 影 響 と な る 。 ま
た 、 サ イ ズ 増 大 に よ る 半 導 体 装 置 の コ ス ト ア ッ プ も 招 来 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て 創 作 し た も の で あ り 、 複 数 の セ ル で 構 成 さ れ る 半 導
体 装 置 に お い て 、 面 積 増 大 化 や 回 路 複 雑 化 を 招 く こ と な く 、 複 数 端 子 の 出 力 特 性 の 均 一 化
を 実 現 で き る 半 導 体 装 置 お よ び 回 路 素 子 レ イ ア ウ ト 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 半 導 体 装 置 は 、 ト ラ ン ジ ス タ 対 を 含 む セ ル を 複 数 備 え た 半 導 体 装 置 で あ っ
て 、 前 記 複 数 の セ ル が 等 間 隔 に 並 べ ら れ て セ ル 群 を 構 成 し 、 隣 接 セ ル ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離
が 各 セ ル の ト ラ ン ジ ス タ 対 に お け る ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 に 等 し く さ れ て い る こ と を 特 徴 す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 構 成 に お い て は 、 複 数 の セ ル を 等 間 隔 に 並 べ た 上 で 、 隣 接 セ ル ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離
を ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 に 等 し く し て あ る の で 、 大 局 ば ら つ き が 一 定 化 さ れ 、 個 々 の セ ル に
ダ ミ ー 素 子 を 挿 入 し な く て も 複 数 端 子 の 出 力 特 性 の 均 一 化 が 図 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 さ ら に 、 前 記 セ ル 群 の 両 端 に お け る セ ル の 外 側 に 、 各 セ ル の ト ラ ン
ジ ス タ か ら 前 記 ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 を 隔 て た 位 置 に ダ ミ ー ト ラ ン ジ ス タ が 配 置 さ れ て い る
と い う 態 様 が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 上 記 の 構 成 に お い て 、 さ ら に 、 前 記 セ ル 群 の 両 端 に お け る セ ル の 外 側 に 、 各 セ ル の
ト ラ ン ジ ス タ か ら 前 記 ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 を 隔 て た 位 置 に 前 記 セ ル と 同 一 仕 様 の ダ ミ ー セ
ル が 配 置 さ れ て い る と い う 態 様 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ダ ミ ー ト ラ ン ジ ス タ ま た は ダ ミ ー セ ル を 配 置 し て あ る の で 、 相 対 精 度 の さ ら な る 向 上 が
可 能 で あ る と と も に 、 ダ ミ ー ト ラ ン ジ ス タ ま た は ダ ミ ー セ ル を 配 置 す る の は セ ル 群 の 両 端
の み で あ り 、 個 々 の セ ル に は ダ ミ ー 素 子 を 設 け て い な い の で 、 面 積 増 加 は 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 上 記 の 構 成 に お い て 、 前 記 ト ラ ン ジ ス タ 対 に お け る ト ラ ン ジ ス タ の チ ャ ン ネ ル 長
ま た は チ ャ ン ネ ル 幅 が 前 記 ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 に 等 し く さ れ て い る と い う 態 様 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ト ラ ン ジ ス タ の し き い 値 電 圧 の ば ら つ き は ト ラ ン ジ ス タ サ イ ズ Ｗ ， Ｌ の 積 の 平 方 の 逆 数
に 比 例 し た 値 に 近 似 す る が 、 許 容 さ れ る し き い 値 電 圧 の ば ら つ き の 範 囲 で チ ャ ン ネ ル 長 ま
た は チ ャ ン ネ ル 幅 を 定 め 、 こ れ に 等 し く な る よ う に ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 が 設 定 さ れ て い る
。 し た が っ て 、 特 性 の 向 上 と セ ル サ イ ズ の 最 適 化 と が 簡 易 に 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に 上 記 の 構 成 に お い て 、 前 記 セ ル 群 の 全 長 を ｘ 、 前 記 セ ル 群 を 構 成 す る セ ル の 個 数
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を ｎ 、 前 記 セ ル を 構 成 す る ト ラ ン ジ ス タ 対 の 個 数 を ｍ 、 ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 お よ び 隣 接 セ
ル ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 を ｄ 1  、 ト ラ ン ジ ス タ の 前 記 全 長 ｘ 方 向 の サ イ ズ を Ｌ と し て 、
　 ｘ ＝ ２ ・ ｎ ・ ｍ （ Ｌ ＋ ｄ 1  ） 　 … … … … … （ １ ）
の 関 係 を 満 た し て い る と い う 態 様 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に よ る 回 路 素 子 レ イ ア ウ ト 方 法 は 、 ト ラ ン ジ ス タ 対 を 含 む セ ル を 複 数 備 え た 半 導
体 装 置 に お け る 回 路 素 子 レ イ ア ウ ト 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 セ ル 群 の 全 長 を ｘ 、 前 記 セ ル 群 を 構 成 す る セ ル の 個 数 を ｎ 、 前 記 セ ル を 構 成 す る ト
ラ ン ジ ス タ 対 の 個 数 を ｍ 、 ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 お よ び 隣 接 セ ル ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 を ｄ 1  

、 ト ラ ン ジ ス タ の 前 記 全 長 ｘ 方 向 の サ イ ズ を Ｌ と し て 、
　 ｘ ＝ ２ ・ ｎ ・ ｍ （ Ｌ ＋ ｄ 1  ） 　 … … … … … （ ２ ）
の 関 係 を 満 た す 条 件 で セ ル 構 成 を 自 動 的 に 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 の 条 件 で 構 成 し た セ ル 群 は 、 プ ロ セ ス ば ら つ き に 対 し て 変 動 が 小 さ く 、 し か も セ ル
群 の サ イ ズ も 小 さ い 。 ま た 、 各 セ ル に は ダ ミ ー 素 子 が 必 要 な い の で 、 相 対 精 度 を 向 上 さ せ
な が ら 、 面 積 増 加 が 抑 制 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の セ ル を 等 間 隔 に 並 べ た 上 で 、 隣 接 セ ル ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 を ト
ラ ン ジ ス タ 間 距 離 に 等 し く し て あ る の で 、 大 局 ば ら つ き を 一 定 化 で き 、 個 々 の セ ル へ の ダ
ミ ー 素 子 の 挿 入 な し で 面 積 増 大 化 や 回 路 複 雑 化 を 招 く こ と な く 、 複 数 端 子 の 出 力 特 性 を 均
一 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 特 に 、 液 晶 ド ラ イ バ に 適 用 す れ ば 、 出 力 特 性 の 均 一 性 が 画 質 の 改 善 に 大 き く 寄 与 す る こ
と に な り 、 特 性 向 上 と コ ス ト ダ ウ ン の 両 立 が 可 能 と な る 。 こ の 液 晶 ド ラ イ バ を 搭 載 す る 液
晶 表 示 装 置 は 、 小 面 積 （ 狭 額 ） で ロ ー コ ス ト な も の と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 に か か わ る 半 導 体 装 置 お よ び 回 路 素 子 レ イ ア ウ ト 方 法 の 実 施 の 形 態 に つ い
て 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 半 導 体 装 置 Ａ １ の 概 略 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ に お い て 、 Ｃ 1  ～ Ｃ n  （ ｎ は ２ 以 上 の 自 然 数 ） は 互 い に 同 一 仕 様 の セ ル 、 Ｆ 1  ～ Ｆ

n  は セ ル を 構 成 す る 差 動 増 幅 回 路 、 Ｋ 1  ～ Ｋ n  は セ ル を 構 成 す る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で あ
る 。 差 動 増 幅 回 路 も カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 も １ 対 の ト ラ ン ジ ス タ か ら な る ト ラ ン ジ ス タ 対 に
構 成 さ れ て い る 。 ｄ 1  は ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 （ 厳 密 に は ゲ ー ト 端 か ら ゲ ー ト 端 ま で の 距 離
） で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 複 数 の セ ル Ｃ 1  ～ Ｃ n  が 等 間 隔 に 並 べ ら れ て セ ル 群 を 構 成 し て お り 、 隣 接 セ ル ト ラ ン ジ
ス タ 間 距 離 ｄ 2  が 各 セ ル の ト ラ ン ジ ス タ 対 に お け る ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 ｄ 1  に 等 し く さ れ
て い る （ ｄ 1  ＝ ｄ 2  ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 差 動 増 幅 回 路 、 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 以 外 で 同 様 に 相 対 精 度 を 必 要 と す る ト ラ ン ジ ス タ 対
で 構 成 す る 回 路 は 、 同 様 に 配 置 す る も の と す る 。 さ ら に 、 差 動 増 幅 回 路 お よ び カ レ ン ト ミ
ラ ー 回 路 の セ ル ご と に 、 コ モ ン セ ン ト ロ イ ド 型 や ワ ッ フ ル 型 配 置 を と っ て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 差 動 増 幅 回 路 、 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 以 外 で 相 対 精 度 を 必 要 と し な い ト ラ ン ジ ス タ
に つ い て は 、 セ ル の 幅 は 変 え ず に 、 高 さ 方 向 で ト ラ ン ジ ス タ 数 に 応 じ て 伸 縮 を 行 え ば よ い
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。 こ の 場 合 は 、 ト ラ ン ジ ス タ の 等 距 離 性 や ト ラ ン ジ ス タ の 向 き 、 配 置 に は 特 に 制 限 は な く
、 面 積 を 縮 小 化 す る よ う に 配 置 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 セ ル Ｃ 1  ～ Ｃ n  の そ れ ぞ れ に 対 し て 入 力 さ れ た 信 号 は そ れ ぞ れ 差 動 増 幅 回 路 Ｆ 1  ～ Ｆ n  

お よ び カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 Ｋ 1  ～ Ｋ n  で 信 号 処 理 さ れ 、 ｎ 個 の 信 号 と し て 出 力 さ れ る 。 こ
の と き 、 例 え ば 液 晶 ド ラ イ バ で は 、 入 力 信 号 の レ ベ ル が 等 し い と き は 、 出 力 信 号 の レ ベ ル
も 等 し い こ と が 期 待 さ れ る 。 出 力 電 圧 だ け で な く 、 信 号 の 立 ち 上 が り 時 間 、 立 ち 下 が り 時
間 、 波 形 の 歪 み 、 ス ル ー レ ー ト 、 位 相 余 裕 な ど も 等 し い こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 隣 接 セ ル ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 ｄ 2  を ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 ｄ 1  に
等 し く し て い る （ ｄ 1  ＝ ｄ 2  ） の で 、 面 積 増 大 化 や 回 路 複 雑 化 を 招 く こ と な く 、 複 数 端 子
の 出 力 特 性 の 均 一 化 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 半 導 体 製 造 装 置 に よ り 複 数 の Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ を 同 一 寸 法 で 製 造 し た 場 合 に 、
　 Ａ α O i ＝ Ａ α 0  ＋ dα 0  /dx・ ｘ i  ＋ dα 0  /dy・ yi　 … … … … … （ ３ ）
　 Ａ β i  ＝ Ａ β ＋ dβ /dx・ ｘ i ＋ dβ /dy・ yi　  … … … … … … … … （ ４ ）
と な る こ と が 知 ら れ て い る 。 こ こ で 、 チ ッ プ 上 で 原 点 を 設 定 し 、 そ の 原 点 で の Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ
ン ジ ス タ の 特 性 を Ａ α 0  （ し き い 値 電 圧 ） 、 Ａ β （ ベ ー タ ） と す る 。 ま た 、 ト ラ ン ジ ス タ
の 大 局 ば ら つ き を （ dα 0  /dx， dα 0  /dy， ｄ β /dx， ｄ β /dy） と し て １ 次 元 の 勾 配 を も つ
と 仮 定 す る 。 注 目 す る ト ラ ン ジ ス タ の 中 心 座 標 を ｘ i  ， ｙ i  と し 、 そ の 平 均 特 性 （ Ａ α O i

， Ａ β i  ） を 上 記 の モ デ ル 式 （ ３ ） ， （ ４ ） で 与 え る 。 Ａ は 平 均 （ Average） を 意 味 す る
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う な 条 件 下 に お い て 、 隣 接 セ ル ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 ｄ 2  を ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 ｄ

1  に 等 し く す る こ と で 大 局 ば ら つ き を 一 定 化 す る 。 そ の 結 果 、 ダ ミ ー 素 子 を 挿 入 し て い る
従 来 例 に 比 べ て 、 大 局 ば ら つ き を 大 幅 に 抑 制 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 セ ル 単 体 で の 特 性 向 上 に 注 力 す る 図 ５ の 従 来 技 術 の 場 合 、 プ ロ セ ス ば ら つ き の 影 響 を 受
け る と 、 セ ル Ｃ 1  か ら ５ Ｖ 、 セ ル Ｃ 2  か ら ５ ． ０ ２ Ｖ 、 セ ル Ｃ 3  か ら ４ ． ９ ８ Ｖ と い う よ
う に 隣 接 間 で 不 規 則 に ば ら つ い て し ま う 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ れ に 対 し て 、 図 １ に 示 す 本 実 施 の 形 態 の 構 成 で は 、 セ ル 群 全 体 の ポ リ シ リ コ ン の 分 布
お よ び 密 度 が 等 し く 、 か つ 等 間 隔 に 配 置 し て い る の で 、 大 局 ば ら つ き が １ 次 近 似 と な る （
変 化 す る と し て も リ ニ ア に 変 化 す る ） 。 す な わ ち 、 各 出 力 端 子 の 電 圧 を ５ Ｖ に す る 場 合 、
セ ル Ｃ 1  か ら ４ ． ９ ８ Ｖ 、 セ ル Ｃ 2  か ら ５ ． ０ Ｖ 、 セ ル Ｃ 3  か ら ５ ． ０ ２ Ｖ と い う 具 合 で
、 大 局 ば ら つ き が 一 定 化 し 、 隣 接 間 の ば ら つ き を 大 幅 に 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。 面 積
増 大 化 や 回 路 複 雑 化 を 招 く こ と な く 、 複 数 端 子 の 出 力 特 性 の 均 一 化 を 実 現 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 技 術 を 液 晶 ド ラ イ バ へ 適 用 す る 場 合 、 画 質 の 改 善 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 半 導 体 装 置 Ａ ２ の 概 略 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
図 ２ に お い て 、 実 施 の 形 態 １ の 図 １ に お け る の と 同 じ 符 号 は 同 一 構 成 要 素 を 指 し て い る 。
本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 図 １ の 構 成 に 加 え て 、 セ ル 群 の 両 端 に お け る セ ル Ｃ 1  ， Ｃ n  の
外 側 に そ れ ぞ れ ダ ミ ー ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ′ を 配 置 し て い る 。 ダ ミ ー ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ′ は 各 セ
ル Ｃ 1  ， Ｃ n  の ト ラ ン ジ ス タ Ｑ か ら ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 ｄ 1  を 隔 て た 位 置 に 配 置 さ れ て い
る 。 す な わ ち 、 こ こ で も 、 隣 接 セ ル ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 ｄ 2  が ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 ｄ 1  に
等 し く さ れ て い る （ ｄ 1  ＝ ｄ 2  ） 。 そ の 他 の 構 成 に つ い て は 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 で あ る
の で 、 説 明 を 省 略 す る 。
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【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ト ラ ン ジ ス タ の 分 布 密 度 が セ ル 群 の 全 長 に わ た っ て 均 一 に な る
の で 、 セ ル の 相 対 精 度 を さ ら に 向 上 で き る 。 ダ ミ ー ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ′ を 配 置 す る の は セ ル
群 の 両 端 の み で あ り 、 個 々 の セ ル Ｃ 1  ～ Ｃ n  に は ダ ミ ー ト ラ ン ジ ス タ を 設 け て い な い の で
、 面 積 増 加 は 抑 制 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ３ ）
　 図 ３ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る 半 導 体 装 置 Ａ ３ の 概 略 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
図 ３ に お い て 、 実 施 の 形 態 １ の 図 １ に お け る の と 同 じ 符 号 は 同 一 構 成 要 素 を 指 し て い る 。
本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 図 １ の 構 成 に 加 え て 、 セ ル 群 の 両 端 に お け る セ ル Ｃ 1  ， Ｃ n  の
外 側 に そ れ ぞ れ ダ ミ ー セ ル Ｃ ′ を 配 置 し て い る 。 ダ ミ ー セ ル Ｃ ′ は サ イ ズ ・ 素 子 間 隔 が 各
セ ル と 同 一 仕 様 と な っ て い る 。 ダ ミ ー セ ル Ｃ ′ に お け る 内 側 の ト ラ ン ジ ス タ は 、 各 セ ル Ｃ

1  ， Ｃ n  の ト ラ ン ジ ス タ Ｑ か ら ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 ｄ 1  を 隔 て た 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。
す な わ ち 、 こ こ で も 、 隣 接 セ ル ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 ｄ 2  が ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 ｄ 1  に 等 し
く さ れ て い る （ ｄ 1  ＝ ｄ 2  ） 。 そ の 他 の 構 成 に つ い て は 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 で あ る の で
、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ト ラ ン ジ ス タ お よ び セ ル の 分 布 密 度 が セ ル 群 の 全 長 に わ た っ て
均 一 に な る の で 、 セ ル の 相 対 精 度 を さ ら に 向 上 で き る 。 ダ ミ ー セ ル Ｃ ′ を 配 置 す る の は セ
ル 群 の 両 端 の み で あ り 、 個 々 の セ ル Ｃ 1  ～ Ｃ n  に は ダ ミ ー ト ラ ン ジ ス タ を 設 け て い な い の
で 、 面 積 増 加 は 抑 制 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ４ ）
　 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に お け る 半 導 体 装 置 Ａ ４ の 概 略 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
図 ４ に お い て 、 実 施 の 形 態 １ の 図 １ に お け る の と 同 じ 符 号 は 同 一 構 成 要 素 を 指 し て い る 。
本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 ト ラ ン ジ ス タ サ イ ズ で あ る チ ャ ン ネ ル 長 Ｌ を ト ラ ン ジ ス タ 間 距
離 ｄ 1  に 等 し く 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 セ ル 群 の 全 長 を ｘ 、 セ ル 群 を 構 成 す る セ ル の 個 数 を ｎ 、 セ ル を 構 成 す る ト ラ ン ジ ス タ 対
の 個 数 を ｍ （ 図 示 例 で は ト ラ ン ジ ス タ 対 は １ 対 で あ る の で 、 ｍ ＝ １ ） 、 ト ラ ン ジ ス タ 間 距
離 お よ び 隣 接 セ ル ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 を ｄ 1  （ ＝ ｄ 2  ） 、 ト ラ ン ジ ス タ の 全 長 ｘ 方 向 の サ
イ ズ を Ｌ と す る と 、
　 ｘ ＝ ２ ・ ｎ ・ ｍ （ Ｌ ＋ ｄ 1  ） 　 … … … … … （ ５ ）
の 関 係 を 満 た し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 下 、 半 導 体 装 置 Ａ ４ の 回 路 素 子 レ イ ア ウ ト 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 １ ） し き い 値 電 圧 の ば ら つ き の デ ー タ か ら 、 前 述 の 関 係 （ ※ ） に 従 っ て 、 許 容 さ れ る ト
ラ ン ジ ス タ サ イ ズ Ｌ ， Ｗ を 選 ぶ （ Ｌ ： チ ャ ン ネ ル 長 、 Ｗ ： チ ャ ン ネ ル 幅 ） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ２ ） ト ラ ン ジ ス タ 対 を 同 じ ト ラ ン ジ ス タ サ イ ズ Ｌ ， Ｗ で 構 成 し 、 さ ら に 、 ト ラ ン ジ ス タ
間 距 離 ｄ 1  を チ ャ ン ネ ル 長 Ｌ と 等 し く す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ こ で 、 ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 ｄ 1  が チ ャ ン ネ ル 長 Ｌ と 等 し い と は 、 ト ラ ン ジ ス タ の 最 小
加 工 精 度 Δ Ｌ の 範 囲 を 含 む 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 |ｄ 1  |<＝ Ｌ ± Δ Ｌ 　 … … … … … （ ６ ）
　 ３ ） 隣 接 セ ル ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離 ｄ 2  も チ ャ ン ネ ル 長 Ｌ と 等 し く す る （ ＝ ト ラ ン ジ ス タ
間 距 離 ｄ 1  ） 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
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　 図 示 例 は 、 ｍ ＝ １ の と き に 相 当 し 、
　 ｘ ＝ ２ ・ ｎ （ Ｌ ＋ ｄ 1  ）
と な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 以 上 の １ ） ～ ３ ） の 手 順 に 従 え ば 、 ト ラ ン ジ ス タ の ば ら つ き の デ ー タ か ら セ ル 群 の サ イ
ズ ｘ を セ ル の 回 路 設 計 完 了 前 に 決 定 す る こ と が で き る 。 こ う よ う に し て 構 成 し た セ ル 群 は
、 プ ロ セ ス ば ら つ き に 対 し て 変 動 が 小 さ く 、 し か も セ ル 群 の サ イ ズ も 小 さ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 特 性 に 合 わ せ た 各 パ ラ メ ー タ の 調 査 を 伴 う こ と か ら 回 路 設 計 の 終 了 段 階 で な い と セ ル サ
イ ズ が 正 確 に 求 め に く い 従 来 技 術 に 比 べ て 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 し き い 値 電 圧 の ば
ら つ き の デ ー タ か ら 関 係 （ ※ ） に 従 っ て セ ル に 許 容 さ れ る ト ラ ン ジ ス タ サ イ ズ Ｌ ， Ｗ を 選
ぶ だ け で あ る の で 、 特 性 向 上 と 面 積 最 小 化 の た め の 処 理 の 効 率 が 高 い も の と な る 。 し か も
、 各 セ ル に は ダ ミ ー 素 子 が 必 要 な い の で 、 相 対 精 度 を 向 上 さ せ な が ら 、 面 積 増 加 が 抑 制 さ
れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 液 晶 ド ラ イ バ に お い て 上 記 の 手 順 を 実 行 し て セ ル の 均 一 性 に 関 わ る 規 格 を 決 定 す る と 、
回 路 設 計 工 程 、 レ イ ア ウ ト 設 計 工 程 を 行 わ な く と も 、 セ ル サ イ ズ 、 液 晶 ド ラ イ バ の サ イ ズ
を 決 定 で き る 。 回 路 設 計 工 程 、 レ イ ア ウ ト 設 計 工 程 に 依 存 し な い た め 、 セ ル サ イ ズ を 迅 速
か つ 正 確 に 決 定 で き る 。 併 せ て 、 セ ル 群 の 均 一 性 と 液 晶 ド ラ イ バ の 面 積 を 小 さ く で き る こ
と か ら 、 特 性 向 上 、 コ ス ト ダ ウ ン だ け で な く 、 開 発 期 間 を 短 縮 化 す る こ と が で き る 。 ま た
、 ト ラ ン ジ ス タ サ イ ズ Ｌ ま た は Ｗ を 決 定 す る だ け で 、 そ れ 以 降 の 工 程 は 、 人 手 を 介 さ ず に
実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 面 積 増 大 化 や 回 路 複 雑 化 を 招 く こ と な く 、 複 数 端 子 の 出 力 特 性
の 均 一 化 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 な お 、 上 記 で は ｘ 方 向 に 関 し て 説 明 し た が 、 ｙ 方 向 に も 適 用 で き る こ と は い う ま で も な
い 。 さ ら に 、 ｘ 方 向 、 ｙ 方 向 の 両 方 向 に 適 用 す る こ と で 、 相 対 精 度 を さ ら に 向 上 さ せ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 な お 、 上 記 で は い ず れ の 実 施 の 形 態 の 場 合 も Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ に つ い て 説 明 し た が 、
バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ 、 抵 抗 、 コ ン デ ン サ 、 コ イ ル を 用 い て 同 様 の 回 路 を 構 成 で き る こ
と は い う ま で も な い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 さ ら に 本 発 明 は 、 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 発 明 の 主 旨 の 範 囲 内 で 自 由 に
変 形 、 変 更 可 能 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 本 発 明 の 半 導 体 装 置 に よ れ ば 、 半 導 体 装 置 の 面 積 増 大 化 お よ び 回 路 複 雑 化 を 招 く こ と な
く 複 数 端 子 の 出 力 特 性 の 均 一 化 を 実 現 で き 、 特 に 、 液 晶 表 示 ド ラ イ バ や 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 ド ラ
イ バ な ど の 半 導 体 装 置 に 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 半 導 体 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 平 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 半 導 体 装 置 （ ダ ミ ー ト ラ ン ジ ス タ 付 き ） の 概 略 構
成 を 示 す 平 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る 半 導 体 装 置 （ ダ ミ ー セ ル 付 き ） の 概 略 構 成 を 示 す
平 面 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に お け る 半 導 体 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 平 面 図
【 図 ５ 】 従 来 技 術 に お け る 半 導 体 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 平 面 図
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 Ａ １ ～ Ａ ５ 　 半 導 体 装 置
　 Ｃ 1  ～ Ｃ n  　 セ ル
　 Ｆ 1  ～ Ｆ n  　 差 動 増 幅 回 路 （ ト ラ ン ジ ス タ 対 ）
　 Ｋ 1  ～ Ｋ n  　 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 （ ト ラ ン ジ ス タ 対 ）
　 Ｃ ′ ダ ミ ー セ ル
　 Ｑ ′ 　 ダ ミ ー ト ラ ン ジ ス タ
　 Ｌ 　 チ ャ ン ネ ル 長
　 Ｗ 　 チ ャ ン ネ ル 幅
　 ｄ 1  　 ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離
　 ｄ 2  　 隣 接 セ ル ト ラ ン ジ ス タ 間 距 離
　 ｘ 　 セ ル 群 の 長 さ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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